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ナトリウムライダー昼間観測のための超狭帯域磁気光学フィルタ（Faraday filter）の
透過率計測実験

Transmission measurements of the ultra-narrow optical band-pass filter for the daytime
observation using a sodium lidar
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信州大学では、中間圏界面 (80-110km)の温度プロファイルを計測するナトリウム（Na）ライダーの昼間観測をめざし、
新型の狭帯域磁気光学フィルタ（ファラデーフィルタ）を開発している。中心部分である Naセルは 1750Gの磁場中で
約 180℃に加熱され使用されるが、市販のパイレックスガラス製セルは、ガラスとNa原子が反応し透過率が時間変化す
るため温度導出に大きな誤差を生じることが問題であった。そこで我々はNaに対して極めて安定なサファイアガラスを
セルボディに用いることで開発を進めている。サファイア同士の接着にオプティカルコンタクトという手法を用い、サ
ファイアのほぼ一体型セルとして製作が可能となった。他のアルカリ金属や酸に対しても極めて安定で、原理的には融
点以下の高温（2000℃程度まで）で使用可能なため、Naのみならず他の蒸気原子セルに応用し狭帯域フィルタとしても
利用できる可能性を秘めている。
　ファラデーフィルタは透過波長幅が～20pmと、通常の干渉フィルタの波長幅（数 nm）と比較すると 1/100と狭い

ため、透過率測定そのものが極めて困難を伴う。ナトリウム温度ライダーでは、散乱断面積内に 1pmの波長差でレーザ
波長を同調させ、その散乱断面積比から温度を導出する。そのためファラデーフィルタの超高分解能計測を結果は必須
となる。我々は首都大学東京の狭帯域リングレーザを光源に用いて、フィルタの透過率を計測した。計測では Naセルを
用いた Doppler Free法により、0.1pm以下の分解能で絶対波長の指標をモニターする。本講演ではセルの開発状況と、透
過率の計測結果について発表する。この実験には市販パイレックスセルを用いたため、サファイアセルが完成後、比較
実験を行い安定性の確認を行う。


